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イ ンス タ ン トラーメ ン発 明記念館 についての一考 察

塩 田 昌 弘

要 旨

公益財 団法人安藤スポー ツ ・食文化振興財団は、二つ の意義ある ミュー ジアムを

持 っている。それは、 日清食品の創業者、安藤百福の意思 を具現化 した ものである。

一つは、池 田市 にあるインスタン トラーメン発明記念館であ り、あと一つは、横浜市

にある安藤百福発明記念館 である。両者 に共通する ものは、人間の創造力を通 して、

発明 ・発見の ヒン トを来館者 に提示 して、来館者に発明 ・発見の萌芽を滴養 させ よう

とする点にある。 この二つの体験型の食育 ミュー ジアムは、「食足世平」(食 足 りて世

は平 らか)と いう安藤百福の語録の具現化 した ものである。安藤百福 は、 インス タン

トラーメン、 カップヌー ドル、スペース ・ラムを発明 し、 また食文化 に革新を もた ら

した。さらに、人間の幸福 とは何か、人類の平和 とは何か、を食の分野か ら解明 しよ

うとした真のベンチャー ・スピリットを持 った起業家であった。本論考は、安藤百福

の最初の発明であったインスタン トラー メンを研究 した池田市に建っている記念館 に

焦点をあて世界的起業家 ・日清食品創業者 安藤百福について論考するものである。

キーワー ド 安藤百福、 インス タン トラーメン、 日清食品創業者
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は じめに

安藤百福 は一般的にはチキ ンラーメ ンを発明 した人物 として知 られている。そ し

て、 日清食品の創業者 として著名である。1983(昭 和58)年 、財 団法人 日清スポーツ

振興財団(現 ・公益財団法人安藤スポー ッ ・食文化振興財団)を 設立 し理事長に就任

した。そ して、「食 とスポー ツは健康 を支える両輪 であ る」 との理念 の もとに、イ ン

スタン トラーメ ン発 明記念館(1999年)、 安藤百福記念 自然体験活動指導者養成セン

ター(2010年)、 安藤百福発明記念館(2011年)を それぞれ設立 した。安藤百福 は食

文化に革新 をもた らしたばか りでな く、未来を担 う子供たち(小 ・中 ・高校生等)の

心身の育成 に尽力 している。2005(平 成17)年 、世界初の宇宙食ラーメン 「スペース ・

ラム」を開発 し、世界にベ ンチ ャー実業家 としての存在 をアピールさせた。本論考で

は、 こうした安藤百福の業績 を単 なる経済人の立場か らだけに光を当てるのではな

く、人間の幸福 とは何か、人類の平和 とは何か、 という問いかけに食の分野か ら挑戦

しつづけた安藤百福の根源の思考 について明 らかに しようとするものである。

1.日 清食品創業者 安藤百福のめざしたもの

公益財団法人安藤スポーツ ・食文化振興財団は、現在、二つの意義ある ミュージァ

ムを持 っている。それは、 日清食品の創業者、安藤百福の意思 を具現化 したものであ

る。一つは、大阪府池田市にあるインス タン トラーメン発明記念館であ り、 もう一つ

は、神奈川県横浜市 にある安藤百福発明記念館である。二つの ミュージアムに共通 し

ている ものは、人間の創造力を通 して、発明 ・発見のヒントを来館者に提示 して見せ、
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来館者に発明 ・発見の萌芽を酒養 させ ようとする点にある。即ち、来館者 は、ここで

イ ンスタン トラーメ ン作 りを体験 し、その行為 を通 して、発明 ・発見の ヒントを体感

し、食文化を学ぶ ことになるのである。二つの体験型の食育 ミュー ジアムは、「食足

世平」(食 足 りて世 は平 らか)と い う安藤百福 の有名な語録の具現化 した ものと考 え

られる。 この章では、今 日、起業家 としてその名 を世界 に馳せる安藤百福のめざした

ものは何か、代表的発明品(チ キンラー メン、カップヌー ドル等)を 通 して見えて く

るものを考察 しようと思 う。即ち、安藤の創造の秘密を論考するものである。
1)

安藤は 「食」について次の様に言 う。

私 は人間のい となみの原点は食 にあ りと信 じています。「食が足 りてこそ世の中が平和 に

なる=食 足世平」 を信念 としています。また、食の仕事 にたず さわっているすべての人々

を平和の使者だ と思っています。地方 にいって、地道にこつこつ と郷土料理を研究 してい

る人々に出会い、心の暖かさにふれ、ひとしおその感を深 くいたしました。 また同時に、

料理 とい うものは、食べる側の立場だけでなく、作 る側の立場 に立つ ことによって、一段

とその真髄 を理解できるものだ と分か りました。

また、戦争を体験 した安藤 は、 当時を振 りかえ り下記の ような事を述べ ている。

人間の歴史は昔から食との闘いだといえます。食が乱れた国は必ず衰退 します。飢餓に苦

しむアフリカを例 にとるまで もあ りません。 ところが、現在の日本は 「飽食の時代」 とい

われ ます。お金さえ払 えば、世界中の味覚が何不 自由な く食べ られます。豊か さに慣れ過

ぎていて、日本が太平洋戦争に敗れた当時の姿を見、惨 めな飢えの時代 を体験 してきた私

などにとっては恐 ろしい気がいたします。家を焼かれ、住む所 も着 るもの もない、栄養失
2)

調 の人々がさまよい歩いてお りました。

安藤は、終戦後、即席麺のヒン トを得たという。

阪急電鉄梅 田駅の裏手、当時の鉄道省大阪鉄道局の東側は一面の焼 け野原で、そこに闇市

が立った。寒い冬の夜だった。偶然そこを通 りかかると、20～30メ ー トルの長い行列がで

きている。一軒 の屋 台があって薄明か りの中に温かい湯気が上がっていた。ラーメンの屋

台だった。粗末な衣服 に身 を包 んだ人々が、寒 さに震えなが ら順番が来るの を待 ってい

た。一杯のラーメンがこんなに人々の気持 ちを引 き付けている。温かいラーメンをすす っ

ている人の顔は、幸せそうな表情 に包 まれている。日本人は本当にめん類が好 きなんだ。

安藤は屋台の行列 を見て、漠然 とではあるが、そ こに大きな需要が暗示 されているのを感
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3)

じた。 これがラーメンとい う食べ物を心に刻んだ 「原風景」 となった。

以上の経験から安藤は、 ラーメンの大衆化、即ち、量産化及び簡便化 を図 り商品化

す ることを考 えついたのであった。即ち、即席麺の実験 に必死で取 りかかったので

あった。

そ して、今 日のお湯 をかけて、数分で食べることができるあのチキ ンラーメ ンが完

成するのである。 この企業化 に成功するのは、昭和33年 である。チキ ンのエキスに麺

を沈めて味を付け、安藤が発明した瞬間油熱乾燥渓(特 許登録)に より麺を固めて、

チキンラーメンができ上がるのである。 これは、 日本における即席麺の第一号商品と

なったのである。

1966(昭 和41)年 、安藤は初めての欧米視察をした。4年 後の1970年 は、吹田市で

日本万国博覧会が開催 される。右肩上 りの経済が ピークをむかえる頃である。経済の

グローバル化が現実味 を帯びる時期が近づ いていた。

世界の国々にヒッ トする商品 を安藤 はこの欧米視察で閃いたのである。欧米での 日

常の食習慣の体験がヒン トとな り、カ ップヌー ドルの誕生を見ることと成 った。下記

は、カ ップヌー ドルの ヒントが浮かんだ瞬間の記録である。

この旅行で、安藤はカップヌー ドルの開発 に至 る重要な発想を手に入れた。ロサ ンゼルス

のスーパー、ホ リデーマジック社にチキ ンラーメンを持っていった時のことである。何人

かのバ イヤーに試食を頼んだら、彼 らは首 をかしげて困っている。めんを入れる どんぶ り

がない。そこで持ち出したのがコーラなどを飲 むための紙 コップだった。チキンラーメン

を2つ に割って紙 コップに入れ、お湯 を注いでフォークで食べ始めた。食べ終わった コッ

プは、ぽいとごみ箱に捨てた。目か らうろこが落ちるとはこうい うことか。安藤はその時

初 めて、欧米人はハ シとどんぶ りでは食事 をしない という当た り前のことに気がついた。

それ まで 「おい しさに国境 はない」と考えていたが、超 えるべ き食習慣の壁が存在 してい
5)

たのである。

6)

このことか ら、安藤は、文化麺類学 に興味を示 しはじめる。その成果は以下の文献

に収録 されている。

『食の未来を考 える」(「郷土料理に学ぶ」食 と健康 フォーラム ・1986)安 藤 百福編、 日清

食品株式会社 総務部広報課、昭和61年9月10日

『麺ロー ドを行 く』安藤百福編、講談社、昭和63年3月5日
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『時代 に学ぶ美健賢食」安藤百福編、フーディアム ・コミュニケーション株式会社、平成

2年6月20日

1970(昭 和45)年 頃、カ ップヌー ドルの開発に取 りかかった。それは、海外視察で、

欧米人は箸 とどんぶ りで食事 をす る食習慣がない ことを認識 したことか ら始 まった。

欧米人 はフォー クとカ ップで食事 をする食文化 をもっていることを再認識 させ られ

た。それに対応する新製品を製作することが 目標 となったのである。カップヌー ドル
7)

の開発 はまず容器作 りか らは じまった という。

陶磁器、ガラス、紙、プラスチ ック、金属な どの容器を手当り次第に収集 した。その結果、

日本ではまだ目新 しい素材 だった発泡スチロール(ポ リスチ レン)に 目をつけた。軽 くて

断熱性が高 く、経済的にも優 れていたか らだ。〈中略〉薄 く、通気性 の少ないものにす る

必要があった。のちに容器の厚 さは2.1ミ リまで薄 くすることに成功 したが、そこへ行 き
8)

着 くまでに大変 な苦労を伴った。

安藤百福は、 カップヌー ドルの開発に伴い 「容器付 きスナ ック麺の製造法」(特 許

登録)及 び、 カップめんにおける 「中間保持」の技術(実 用新案登録)を 申請 し、優
9)

秀 な技術 の発明を承認 された。「細心大胆 創意努力」、「発掘英智 成就大業」を具

現 した。

安藤百福の博物館がインスタン トラー メン発明記念館 と名付け られた理 由がここに

あるのである。

II.イ ンス タン トラー メ ン発 明記 念館 の展 示

博物館 とは何か。法律 において 「博物館」はどう定め られているのか。博物館法は、

昭和26年 に制定され、その後、改正 されて現在 に至 っている。その第2条 に定義が書
10)

か れ て い る 。

この法律において 「博物館」 とは、歴史、芸術、民俗、産業、 自然科学等に関する資料 を

収集 し、保管(育 成 を含む。以下同 じ。)し 、展示 して教育 的配慮の下 に一般公衆の利用

に供 し、その教養、調査研究、レクリエーション等 に資す るために必要な事業 を行い、あ

わせてこれらの資料 に関する調査研究 をすることを目的とする機関(以 下省略)

イ ンスタン トラーメ ン発明記念館の資料は、定義の歴史、芸術、民俗、産業、自然科
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--)

学等の どれにその資料が該当するのか、難解である。一方、これまでの館種別博物館

としては、美術系博物館、歴史系博物館、理工学系博物館、自然史系博物館、水族館、

植物園、動物園があるが、イ ンスタン トラーメ ン発明記念館 にあてはまる博物館は無

いようである。インス タン トラーメン発明記念館は、安藤百福の食文化への情熱が創

りえたこれまでとは全 く違 う博物館であると考察 されるのである。

また、石毛直道(国 立民族学博物館名誉教授)は 、設立25周 年 によせて下記の様 に

述べてお られる(「ANDOFOUNDATION2008設 立25周 年記念』p.22、 安藤スポー

ッ ・食文化振興財団、2008年4月)。

インスタン トラーメン発明記念館の英語名称は、イ ンスタン トラーメン ・ミュージアムと

いう。すなわち、博物館なのである。博物館 とい うと、堅苦 しい場所を連想 しがちである

が、ここは従来の博物館のイメージを越えた新 しいタイプの活気あふれる博物館である。

食文化の展示 はむずかしい。食品や、道具をい くら並べても、絵 に描いた餅にす ぎない。

食べ物つ くりを体験 した り、実際に食べてみないことには、食は理解できない。この記念

館では、チキンラーメン手作 り体験工房や、マイカ ップヌー ドル ・ファク トリーで即席麺

つ くりを体験で き、テイステ ィングルームでは販売地域 限定の即席麺 も食べ ることができ

る。〈中略〉

「子供に発明、発見の大切 さを知ってほ しい」、という安藤 さんの理念にもとついて設計 さ

れたミュージアムのことである。小学校 の低学年で も理解で きる。子供 に面白い ものは大

人にも面白い。大阪の都心か ら遠い立地条件にもかかわ らず、2007年 度の来館者数が46万

人という巨大な集客力をもつ即席麺の博物館である。

以上の様に、石毛直道氏 も博物館 として評価 されている。従来の博物館のイメー ジを

越 えた全 く新 しい タイプの活気あふれる博物館 として紹介 されている。全世界で年 間

1055億 食(2013年)も 消費 されるインスタン トラーメンという新 しい食文化を創出 し

た安藤百福の 「クリエイティブシンキ ング=創 造的思考」を、来館者 はこの博物館の
12)

展示やここでの体験 を通 じて学ぶことがで きるのである。
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図版 の説 明

(展示 コーナーの説明文については、「インス タントラーメン発明記念館」パ ンフレッ

トの文 を引用 した。公益財団法人安藤スポーツ ・食文化振興財 団、 日清食品ホール

デ ィングス株式会社広報部の掲載許可 をいただきました。一・部塩田が筆 を入れま し

た。)

(a)イ ンスタン トラーメン発明記念館

池田市満寿美町8-25に あ り、1999年創設。
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(c)安 藤百福とインスタン トラーメン物語

イ ンス タン トラー メ ンの発 明者 ・安 藤 百福 の足跡 と、 イ ンス タン トラー メ ンの歴 史 や変遷 、

知 的財 産の 大切 さ な どを、展示 室 の壁 面 にグ ラフ ィカ ルに展示 。

(d)カ ップヌー ドル ドラマシアター

カップヌードルの発明にいたるひらめきのエピソードや製造工程などを迫力ある大型映像で紹介。

(e)マ イ カ ッ プ ヌ ー ドル フ ァ ク ト リー

自分 で デザ イ ン した カ ップ に、 トッピ ング具 材 を選 び 自分 好 みの カ ップヌ ー ドル を作 る事

が で きる。即 ち、 世界 で一 つ だけ のオ リジナル な カ ップヌー ドル作 りが 体験 で きる。
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(h)イ ンスタン トラーメン ・トンネル

インスタントラーメンの発展 ・発達史を約800種類 のパッケージでトンネル状に提示して紹介。
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図 は 、記念 館展 示室 のlFと2F及 び展 示 コーナ ーの(a)か ら(f)の 動 線 を示 す。
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コン タク トサ イズ の写真 は、実 際の展 示風 景 を示 す。
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チキンラーメン
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カップヌー ドル

ドラマシアター

鼓
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皿.安 藤百福略年譜

この年譜は、 日清食品ホールデ ィングス株式会社広報部の掲 載許可 をいただ き、

「日清食品創業者 安藤百福伝』 より引用抜粋 して作成 した ものである。

安藤百福略年譜1910～2008

1910(明 治43)年3月5日0歳

1930(昭 和5)年 頃

1932(昭 和7)年

1933(昭 和8)年

1934(昭 和9)年

当時日本の植民地だった台湾の台南県東石郡朴子街で生ま

れる。76年 に一度現れるハレー彗星が地球に接近する年

だった。

20歳 頃 郡守 にすすめ られ、朴子街 にはじめてで きた図書館の司書

になる。

メ リ ヤス

22歳 台北市永楽町に資本金19万円で 「東洋莫大小」をつくり独

立。編み物のメリヤス製品を日本から輸入して台湾で売る

商売を始める。

23歳 大 阪市の唐物町2丁 目に 「日東商会」 を設立、問屋業務 を

始める。 日本一のメリヤス業者 「丸松」などと組 み、特注

品を仕入れる。商品は台湾で飛ぶように売れ、財を築 く。

24歳 立命館大学専門学部経済科修了。

1941(昭 和16)年12月8日31歳 台湾出張中に 「宣戦の詔書」が発布され太平洋戦争が始ま

る。繊維の貿易業務は継続できなくなり断念。

1942(昭 和17)年 戦 時下で も事業意欲は衰 えず、幻灯機の製造、軍用機用工

～1945(昭 和20)年32～35歳

1945(昭 和20)年8月15日35歳

1946(昭 和21)年

1947(昭 和22)年

ンジ ンの部 品製造、炭焼 き(兵 庫県上郡)、 バ ラ ック住宅

の製造(兵 庫県相生市)な ど事業 を起 こす。軍用機エ ンジ

ン工場 で、国か ら支給 される資材 を横領 した との無実の罪

で憲兵隊に45日 間拘束 され拷問を受ける。

終戦。疎開先の兵庫県上郡で玉音放送 を聞 く。栄養失調で

亡 くなる人々を目にし、食の大切 さに目覚 める。大阪梅 田

の闇市でラーメンの屋台 に並ぶ行列 を見る。 これがチキン

ラーメン開発の原風景 となる。

36歳4月 、泉大津 の旧造兵廠跡地の払 い下 げ を受け、製塩業

(1949年3月 まで)を 始める。

37歳10月7日 、宏基(現 社長)誕 生。
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1948(昭 和23)年

インスタントラーメン発明記念館についての一考察

38歳4月 、名古屋 に中華交通技術専 門学院設立(1951年3月 ま

で)。9月 、泉大津に国民栄養科 学研 究所 設立(1951年3

月 まで)。 栄養食品 「ビセイクル」開発。9月4日 、泉大

津市 汐見 町に中交総社(資 本 金500万 円)創 立。12月 、脱

税容疑でGHQに 逮捕 され巣鴨プ リズ ンに収監(1950年12

月 に無罪釈放)。

1949(昭 和24)年 39歳5月9日 、中交総社 をサ ンシー殖産に商号変更 し、大阪市

北 区曽根崎 に移転。加工食品の輸 出入を行 う予定であった

が休眠、のち日清食品 として引 き継がれた。

1951(昭 和26)年 41歳ll月 、信用組合理事長に就任。

1957(昭 和32)年 47歳 信 用組合倒産、家財に赤紙を張 られ財産没収。無一文にな

る。チキ ンラーメンの開発に着手する。

1958(昭 和33)年 48歳3月 、チキンラーメン完成。8月 、大阪市東淀川区(現 淀

川区)田 川通 り2丁 目に倉庫 を借 り田川工場 とし、生産 を

開始。8月25日 、 チキ ンラーメ ン発 売(1食35円)。12月

20日 、商号をサ ンシー殖産から日清食品に変更。本社 を大

阪市東区(現 中央区)に 置 く。

1959(昭 和34)年 49歳6月9日 、朝 日新聞に初めての広告出稿(半1段)。12月 、

三菱商事、伊藤忠商事、東京食 品(後 に東食、現 ・カーギ

ルジャパ ン)と 特約代理店契約。12月20日 、大阪府高槻市

に高槻工場が完成、本社 を移転。

1960(昭 和35)年 50歳 全 国にチキンラーメンの模造品が出回る。警告文 を業界紙

に発表。2月 、高槻の第1工 場完成、 日産10万 食。需要爆

発で門前市 をなす。3月 、初のテレビ番組 「イガグリくん」

を提供。チキ ンラーメンのCMを 放映。

1962(昭 和37)年 52歳6月 、「味付乾麺の制法」と 「即席 ラーメンの製造法」が

特許登録。10月 、テレビ番組 「オリンピックショー ・地上

最大のクイズ」提供開始。

1963(昭 和38)年 53歳10月21日 、 東京 ・大阪証券取引所 第2部 に株式上場。額面

50円 、公開株数60万 株、売出し価格263円 。

1964(昭 和39)年 54歳 元 旦、初めての年頭 定是 「和協」。毛筆 に よる定是 は以後

亡 くなる2007年 まで連続44回 続いた。6月16日 、食糧庁長

官か ら特 許紛争で混乱する業界 をまとめ るよう要請があ
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り、 「日本 ラーメ ン工業協会」(現 ・日本即席食品工業協会)

設立、理事長に就任。

1965(昭 和40)年 55歳1月 、他の加工食品に先駆け、製品に製造年月 日の 日付捺

印を開始。10月1日 、即席めん類の日本農林規格(JAS)施

行 。10月17日 、 高槻 本社工場 がJAS認 定 工場第1号 に登

録。

1966(昭 和41)年 56歳 海外進出を図るため、米国、 ヨーロッパを視察。10月29日 、

京都 府宇治市 に都 カ ン トリー クラブ(現 ・日清都 カン ト

リークラブ)を 設立。

1969(昭 和44)年 59歳 カ ップヌー ドル開発 に着手。プロジェクトチーム本格始動。

1970(昭 和45)年 60歳7月1日 、味の素、三菱商事 と3社 合弁で 「米国 日清」設

立。資本金30万 ドル。8月 、食品産業セ ンター理事に就任。

12月 、通産省(現 ・経済産業省)貿 易会議専門委員。

1971(昭 和46)年 61歳5月8日 、カ ップヌー ドルの開発発表会を経団連会館 で開

く。9月 、通産省海外商品別貿易会議議長 として渡米。9

月18日 、 カップヌー ドル発売。東京新宿 ・伊勢丹百貨店で。

10月3日 、カ ップヌー ドル販売促進のためテレビ番組 「ヤ

ングOH1OH1」 を 単独 提供。10月16日 、 カップヌー ド

ル専用工場 として関東工場 が完成。 日産100万 食 。ll月21

日、東京銀座 の歩行者天国でカップヌー ドルを販売。一 日

2万 食を完売。11月 、カ ップヌー ドルの給湯機付 き自動販

売機第1号 を日本経済新聞東京本社に設置。

1972(昭 和47)年 62歳2月28日 、 連合赤軍の浅間山荘事件起 こる。山荘 を取 り囲

む警視庁機動隊員が雪の山中で カップヌー ドルを食べ てい

る映像 が全国ヘ テレビ中継 され、爆発的に売れ始める。8

月1日 、東京 ・大 阪 ・名古屋各証券取引所第1部 に上場。

12月 、カップヌー ドル容器、特許庁意匠登録。

1973(昭 和48)年 63歳9月28日 、滋賀工場 と工場内に総合研究所が竣工。11月 、

アメリカで 「CupO'Noodles」 を発売。

1975(昭 和50)年 65歳9月27日 、 カップライス記者発表。新聞で 「米作農業の救

世主」 ともてはや される。10月22日 、 カップライス7品 新

発売。11月 末、発売時は好調だったカップライスが、一月

後 に急激 に売上げが落 ち込む。30億 円の設備投資 を捨て、

撤退を覚悟する。
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1977(昭 和52)年

1978(昭 和53)年

1980(昭 和55)年

1981(昭 和56)年

1982(昭 和57)年

1983(昭 和58)年

1984(昭 和59)年

1985(昭 和60)年

1987(昭 和62)年

1988(昭 和63)年

1989(平 成 元)年

1991(平 成3)年

1992(平 成4)年

インスタントラーメン発明記念館についての一考察

67歳4月26日 、 大阪本社 ビル竣工。大阪市淀川区西中島。5月

18日 、「藍綬褒章」 を受章。

68歳 9月22日 、「容器付スナック麺の製造法」特許登録。

70歳11月 、 関西経済連合会常任理事に就任。

71歳3月 、フランク リン ・アン ド・マーシャル大学か ら 「創業

者賞」を受賞。6月26日 、 代表取締役会長 に就任。安藤宏

寿 副社長が社長 に就任。10月 、米国 ロサ ンゼルス市 よ り

「名誉市民」称号を授与。

72歳11月3日 、「勲二等瑞宝章」 を受章。12月1日 、「大阪発明

大賞」 を受賞。

73歳3月22日 、財団法人 日清スポーツ振興財団(現 ・安藤 スポー

ッ ・食 文化振 興財団)を 設立、理事長。4月29日 、 「紺綬

褒章」を受章。8月16日 、 安藤宏寿社長辞任、安藤百福会

長が社長 を兼任。10月6日 、ブラジル政府か ら 「グラン ・

クルス勲章」を受章。

74歳2月 、食文化の探訪を始める。読売新聞に企業広告 「食文

化の源流を訪ねて=食 足世平」を連載。

75歳9月 、食品産業 中央協議会理事 に就任。6月27日 、安藤宏

基副社長が社長 に就任。代表取締役会長専任に。

77歳1月 、中国のめん食の起源 と伝播 を調べ るため、「めん探

検隊」を組織。延べ36日 間にわた り中国大陸 を取材。食べ

ためん類 は300種 類 を超える。その記録 は企業広告 「文化

麺類学=麺 ロードを行 く」として日本経済新聞に連載された。

78歳3月4日 、東京新宿6丁 目に 「FOODEUM」 の愛称 をつ け

た東京本社 ビル竣工。

79歳5月25日 、

長に就任。

日本即席食品工業協会理事長を辞任し、初代会

81歳3月18日 、 漢方医薬研究 と国際交流 を進める 「財団法人漢

方医薬研究振興財団」設立、会長に就任。

82歳4月15日 、科学技術庁長官賞 「科学技術功労者賞」 を受賞。
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83歳11月 、農業試験研究一世紀記念会(農 林水 産省)か ら 「会

長賞」を受賞。12月2日 、財界研究所か ら 「経営者賞」 を

受賞。12月27日 、「日清スポーツ振興財団奨学金制度」創設。

1994(平 成6)年 84歳1月6日 、学校法人立命館か ら史上5人 目の 「館友」称号

を授与。4月1日 、立命館大学に資材1億 円を寄付 「安藤

百福留学生奨学基金」を設立。10月26日 、 食文化振興 のた

めの基金 として、 日本即席食品工業協会 に1億 円を寄付。

「安藤百福記念基金」を設立。

1995(平 成7)年 85歳1月18日 、 阪神淡路大震災の被災地 にイ ンスタントラーメ

ン100万 食 を緊急支援。4月4日 、 日清 スポーツ振興財団

がNHK厚 生 文化事業団に 「阪神淡路大震災遺児育英基金」

として1億 円を寄付。

1996(平 成8)年 86歳3月4日 、「第1回 世界ラーメンサ ミット・東京大会」開催。

世界 ラーメ ン協会(IRMA、 現WINA)が 発足、初代会長

に選出。6月13日 、創造的な食品開発を奨励するため 「食

創会」設立、表彰制度 「安藤百福賞」制定。10月7日 、立

命館大学よ り 「名誉経営学博士号」を授与。

1998(平 成10)年 88歳 6月 、財団法人いけだ市民文化振興財団会長に就任。

1999(平 成ll)年 89歳2月12日 、世界ラーメン協会の 「第2回 ラーメンサ ミット・

バリ大会」でイン ドネシア訪問。3月5日 、創立40周 年記

念式典 と創業者90歳(数 え年)を 祝 う会のため、世界 中か

ら社員が大阪に参集。11月3日 、大阪府池 田市か ら 「名誉

市民賞」受賞。ll月4日 、大阪府池田市 に 「インス タント

ラーメン発明記念館」竣工披露。

2001(平 成13)年 91歳3月15日 、世界 ラーメン協会の 「第3回 ラーメンサ ミット・

バ ンコク大会」で タイを訪問。インスタン トラーメン世界

総需要500億 食 を超 える。4月7日 、春の園遊会 に招待 さ

れる。6月5日 、「大阪企業家 ミュージアム」紹介 コーナー

に業績展示。8月24日 、記者懇親会の席上で宇宙食の開発

を宣言。9月1日 ～30日 、 日本経済新 聞 に 「私の履歴書」

を連載。9月4日 、タイ王 国か ら 「デ ィレクナポ ン勲章」

を受章。ll月20日 、池田市商工会議所の顧問に就任。

2002(平 成14)年 92歳5月8日 、「勲二等旭 日重光章」を受章。5月20日 、 日清

スポーツ振興財団が 「(財)安 藤スポーツ ・食文化振興財団」

に名称変更。5月 、日本経済新聞社か ら 「魔法 のラーメン
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発 明物語=私 の履歴書」出版。その印税等 を含めて、起業

家支援のため東京都、大阪府、大阪市、池田市に各1000万

円、計4000万 円 を寄付。6月12日 、 「食創 会」活動支援の

ため私財10億 円を安藤財団に寄付。6月18日 、 自然体験活

動推進協議会顧問 に就任。7月24日 、 「安藤百福 の叙勲 を

祝 う会」中曾根康弘元首相他の発起人の呼 びか けで開催。

(ホ テルニューオータニ東京)

2003(平 成15)年 93歳4月22日 、「大阪広告協会賞」を受賞。8月23日 、(財)日

本 陸上競技連盟か ら 「秩父宮章」を受章。9月 、大阪府池

田市 を舞 台に したNHK朝 の 連続 ドラマ 「てるてる家族」

でインスタン トラーメ ン誕生物語が放送。安藤百福がモデ

ルとなった安西千吉役に扮 した中村梅雀が熱演。

2004(平 成16)年 94歳3月9日 、世界 ラーメン協会の 「第4回 ラーメンサ ミット・

上海大会」で中国を訪問。

2005(平 成17)年 95歳1月15日 、 読売新聞の企業広告 「美健賢食」シリーズの最

終 回取材で中国福建省アモイを訪問。6月29日 、取締役 を

退任、新設 された 「創造者会長」に就任。7月26日 、世界

初 の宇宙食 ラーメ ン 「SpaceRam」 が、野口聡一宇宙飛行

士 とともに宇宙へ飛ぶ。

2006(平 成18)年 96歳 1月13日 、 関西経済連合会の新年会で年男(戌 年)を 代表

して挨拶。4月11日 、 世界 ラーメ ン協会の 「第5回 ラーメ

ンサ ミッ ト・ソウル大会」で韓国を訪問。7月28日 、 イン

スタン トラーメ ン発明記念館 が開館8年 目で来館者100万

人 を達成。大阪府池田市か ら感謝状 を受 ける。ll月13日 、

タイム誌 「60年のアジアの英雄」 ビジネス リーダーの部で

英雄に選出された。

2007(平 成19)年 1月5日 、急性心筋梗塞のため、市立池 田病院で96歳 の生

涯 を閉 じる。1月9日 、ニュー ヨー クタイムズ に 「Mr.

Noodleに 感 謝」と題 した社説が掲載される。1月30日 、 日

本国か ら 「正 四位」を受ける。叙位叙 勲は、「正四位勲二

等旭 日重光章」となる。2月27日 、 社葬(京 セラ ドーム大

阪)に6500名 が参列、名残を惜 しんだ。

2008(平 成20)年 安藤百福 ゆか りの地 「日清都 カン トリークラブ」 と 「イン

スタン トラーメ ン発明記念館」 に顕彰碑が建て られた。碑

文は中曾根康弘元首相。墓は大阪市北区同心町 「浄土宗九

品寺」 にある。
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おわ りに

人問の幸福 とは何 か。(ど うすれば幸福 になれるのか。)人 類 の平和 とは何 か。(ど

うすれば平和になるのか。)

この問いに、安藤百福 は、食の分野か ら挑戦 し、試行錯誤の末、イ ンスタン トラー

メン、カップヌー ドル、スペース ・ラム等の発明 ・開発 をした。 この壮大 な精神、ベ

ンチ ャー ・ス ピリッ トを安藤百福 はどの様 にして身につけたのか。安藤の造語 「食足

世平」(食 足 りて世は平 らか)〈 日清食品の企業理念〉がその根源の思考であった。そ

して、生涯 を閉 じる2007(平 成19)年 の年頭所感は 「企業在人 成業在天」 と書かれ
13)

て い る 。

業 を企てるのは人であるが、一方で、業を成すは天にある。 目標に向かって仕事に打ち込

み、九分九厘 まで来たとしよう。そこで行 き詰 まり、成功 まであ と一歩 というところで転

ぶこともある。事が成 らない とき、人はいろい ろと思い悩 むが、それは 「神様 がだめ と

いっているのだ」 と考 えればよい。運 を天 にまかす という意味ではない。成業 とは、大衆

の声が空気 の波動 となって広が ってゆ き、天 に通 じた とき、はじめて大 きな評価 として

返 って くるものである。

大衆の声こそ神の声であ り、天を動かすことがで きる。

日清食品創業25周 年 を迎えた1983(昭 和58)年 、安藤百福 は私財を提供 して 「安藤

スポーツ ・食文化振興財 団」を設立 した。そ して、食 と健康、スポーツと健康、食 と

文化 と人間の幸福感を維持 して、社会 を明る くし、世界 に貢献す る種 々の企画をうち

出 していった。

野口聡一宇宙飛行士の宇宙食に 日清食品か ら 「スペース ・ラム」を提供 した り、安

藤百福記念 自然体験活動指導者養成セ ンターの建築 は隈研吾が設計 している。(隈 研

吾 は、2020年 東京オリンピックの主会場 となる新国立競技場の建築設計者)ま た、テ

ニスの錦織圭 は世界的なテニスプ レイヤー として著名 であるが、 日清食品のTVコ

マーシャルに登場 している。

安藤百福 は、人間の幸福 とは何か、豊かな社会 を作るには どうすれば良いか、健康

であるためには、など様 々な事 を思考 されてきたが、その まなざしの向 こうには常 に

世界を見ていた様である。世界に通用する製品、世界的に評価 を受ける思考力 を日々

陶冶 されていたと思われるのである。
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